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４ ．将 来 都 市 構 造  

都市づくりの目標の実現に向け、将来の本市の骨格となる都市構造を構成する都市の「拠

点」と「軸」を設定します。 

 

１．拠点の設定 

本市の臨海部は、関西国際空港、りんくうタウン等の国際的な機能を有する拠点であり、

このような立地条件を活かし、日本の玄関口の一つとして、国内外の交流や賑わいの拠点と

しての機能が求められています。一方で内陸部や丘陵部、山間部にかけては、市民や地域住

民の日常生活を支える機能や、市域を越えた広域的なサービス機能など、地域特性に応じた

拠点の形成が求められています。 

拠点の設定にあたっては、位置や各拠点が担うべき都市機能などを定め、それぞれの役割

分担を明確にします。 
 

■拠点 

拠  点 位  置 概  要 

市
民
生
活
を
中
心
と
し
た
拠
点 

行政・文化
拠点 

市役所周辺 

本市の行政機能及び文化機能が集積する地区。市民

を中心に利便性の向上に向けて、中枢機能の更なる

充実を図ります。 

中心拠点 泉佐野駅周辺 

商業・業務機能が集積し、本市最大の交通結節点を有

する地区。本市の中心にふさわしく、市内外の人の利

便性の向上に向けた都市機能の充実を図ります。 

地域拠点 日根野駅周辺 

中心拠点に次ぐ交通結節点。地域住民の日常サービ

ス施設を有する地区として、商業、業務、居住機能

の計画的な誘導を図ります。 

生活拠点 

東佐野駅周辺 

熊取駅周辺 

長滝駅周辺 

鶴原駅周辺 

井原里駅周辺 

羽倉崎駅周辺 

地域交通の結節点であり、周辺住民の日常サービス

施設を有する地区。商業・業務機能の維持・誘導や、

良好な住宅地の形成など、地域特性に応じた拠点の

形成を図ります。 

市
域
を
越
え
た
国
内
外
を
見
据
え
た
拠
点 

国 際 交 流
拠点 

関西国際空港 

りんくうタウン 

日本の玄関口として、商業・業務機能等が集積する

地区。国内外との交流やにぎわいの創出に向けて、

更なる機能充実を図ります。 

レ ク リ エ
ー シ ョ ン
拠点 

りんくう公園 

泉佐野丘陵緑地 中地区 

末広公園 

南部公園 

本市のスポーツ・レクリエーションの中核を担う拠

点。スポーツや遊びの機能をはじめ、アメニティ機

能や防災機能等の充実を図ります。 

観光拠点 
日根荘・大木地区 

犬鳴山温泉 

本市を代表する観光、歴史・文化資源が集積する地

区。周辺の恵まれた自然環境との調和を図りながら、

集客機能の充実を図ります。 

流通・生産
拠点 

食品コンビナート 

泉佐野丘陵地区 
（旧泉佐野コスモポ
リス用地） 東地区・
西地区 

本市における流通・産業機能の拠点。関西国際空港

や阪和自動車道に近接・直結する立地条件を活かし、

本市の産業の拠点として充実を図ります。 
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域
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越
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た
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区。周辺の恵まれた自然環境との調和を図りながら、

集客機能の充実を図ります。 

流通・生産拠点 食品コンビナート 

流通・加工機能を持つ食品生産拠点。関西国際空港
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して充実を図ります。 

新 旧

第２章　都市づくりの目標
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図2-3 将来都市構造図 

泉佐野シンボル都市軸 

国際都市軸 

[拠点] 

[軸] 

[土地利用] 

[その他] 
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図2-3 将来都市構造図 

泉佐野シンボル都市軸 

国際都市軸 

[拠点] 

[軸] 

[土地利用] 

[その他] 

新 旧

泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）
東・西地区において、
⇒［土地利用］を『都市ゾーン』に変更
⇒『流通・生産拠点』を設定
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図3-2 土地利用方針図 

[その他] 

[土地利用] 
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図3-2 土地利用方針図 

[その他] 

[土地利用] 

新 旧

国道26号線沿いにおける
商業・業務系の範囲の追加

泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）
東・西地区において、
⇒［土地利用］を『工業系』に変更
⇒『施設誘導検討ゾーン』の位置を変更
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図3-6 供給処理施設（下水道(汚水)・ごみ処理施設）整備方針図 

 

[その他] 

[供給処理施設(下水・ごみ等)] 
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図3-6 供給処理施設（下水道(汚水)・ごみ処理施設）整備方針図 

 

[その他] 

[供給処理施設(下水・ごみ等)] 

新 旧

『ごみ処理施設候補地』の
位置を変更
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３ ．市 街 地 整 備 の方 針

（１）基本的な考え方

○民間活力の導入などによる、戦略的で効率的な市街地整備や改善を行うことで、観光振興、

産業振興、人口増加につなげ、本市の活力と魅力の向上を図ります。

○市内の拠点については、拠点ごとの役割分担に合った必要な都市機能の充実と維持、集約

を図るとともに、相互補完により連携を強化することで、効率的で持続可能な都市をめざ

します。

○旧市街地の密集市街地の改善や市街化調整区域での集落の生活機能の維持など、各地区の

課題解消に向けた整備、改善を図ります。

（２）整備の方針

市街地整備推進ゾーン 市街地整備の方針 

市街地整備事業 

熊取駅西地区においては、市街地整備事業などにより、都市

機能の誘導・集積を図り、地域住民の日常生活の利便性の向

上を図ります。 

都市機能誘導ゾーン 

国際交流拠点、行政・文化拠点、中心拠点、地域拠点におい

ては、それぞれの特性に応じた都市機能の誘導・集積を図り、

多様な人々の利便性の向上と賑わいの創出を図ります。 

流通・生産機能 

誘導ゾーン 

泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）の東地区及び

西地区においては、立地特性を活かし、周辺環境に配慮しつ

つ、流通・生産機能の誘導・集積により、産業の拠点化を図

ります。 

地域活性化誘導ゾーン 
大木・土丸地区などの市街化調整区域においては、地域の状

況に合わせた機能の維持・充実を図ります。 

①市街地の整備・改善

○泉佐野駅周辺地区

・泉佐野駅東側については、泉佐野東駅前地区地区計画に基づき、立体利用による合

理的な土地の高度利用を図り、活力と魅力ある駅前空間の形成を図ります。西側に

ついては、駅前広場の整備と合わせて、沿道整備街路事業などの推進に向けた検討

を行います。

○りんくうタウン地区

・わが国を代表する国際空港（関西国際空港）の対岸に位置する特性を活かすため、

時代の流れに即した効率的な手法を取り入れ、多面的な機能を有する複合型広域拠

点として充実をめざします。

・官民連携によるスケートリンクを核とした、豊かな緑と賑わいあふれるまちづくり

を推進し、スポーツ振興をはじめ、賑わい・観光の拠点となる施設を公園的施設と

して整備し、りんくうタウンの更なる活性化を図ります。 
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ついては、駅前広場の整備と合わせて、沿道整備街路事業などの推進に向けた検討
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・わが国を代表する国際空港（関西国際空港）の対岸に位置する特性を活かすため、

時代の流れに即した効率的な手法を取り入れ、多面的な機能を有する複合型広域拠

点として充実をめざします。

・官民連携によるスケートリンクを核とした新たな賑わいの空間を整備し、スポーツ

振興をはじめ、りんくうタウンの更なる活性化を図ります。

・りんくうタウン駅周辺において、宿泊施設やＭＩＣＥ施設の誘致などにより、国際

交流都市機能の強化を図ります。

新 旧
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・りんくうタウン駅周辺において、宿泊施設やＭＩＣＥ施設の誘致などにより、国際

交流都市機能の強化を図ります。

○日根野駅周辺地区

・日根野駅周辺地区については、商業・業務機能の誘導を図り、泉佐野駅、りんくう

タウン駅に次ぐ地域拠点として、機能の充実を図ります。

○熊取駅西地区

・熊取駅西地区については、隣接する熊取町との連携による市街地整備を進めるとと

もに、民間主導による土地区画整理事業を進めます。

○泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）東・西地区

・泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）の東地区（約 37ｈa）及び西地区（約

32ｈa）では、関西国際空港や阪和自動車道に直結する立地特性を活かし、地区計画

などの活用により、周辺の自然環境や居住環境に配慮しつつ、流通・生産系の土地

利用を推進します。

○その他地区

・旧市街地などの老朽木造住宅が密集する地区では、歴史的環境に配慮しつつ、安全

で快適な住環境の形成をめざしたまちづくりを進めます。

・市街地に隣接した市街化調整区域において、より良好な市街地の形成及び保全を図

るため、市街化区域への編入の検討を行います。

・大木・土丸地区では、豊かな自然に囲まれた地域特性を活かしながら、コミュニテ

ィの維持強化などを図ります。

②良好な居住環境の形成

○安全で快適な居住環境形成の推進

・子どもや高齢者等が地域において安全で安心して過ごせるよう、遊びやくつろぎの

場を確保するなど、住環境の充実を図ります。

○官民の協働によるまちづくりの推進

・地域の特性を活かし、官民協働によるまちづくりを進めるため、地区計画や都市計

画提案制度等の活用により良好な住環境の形成・保全を計画的に推進します。

○建築物の耐震化の促進

・「泉佐野市耐震改修促進計画」に基づき、住宅の耐震化率の目標達成に向けて、市民

への普及啓発、耐震化に関する支援策を実施し、耐震化を促進します。 

○市営住宅の整備

・子育て世帯や高齢者、障害者等の様々な人たちの生活に応じた多様な住まいの選択

を可能にするため、「泉佐野市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、既存の市営住宅
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への普及啓発、耐震化に関する支援策を実施し、耐震化を促進します。 

○市営住宅の整備

・子育て世帯や高齢者、障害者等の様々な人たちの生活に応じた多様な住まいの選択

を可能にするため、「泉佐野市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、既存の市営住宅

の日常的な維持管理や、改善・修繕等を行います。また、建替対象となった市営住

宅については、ＰＦＩ手法の活用などにより、建替事業や建替後の余剰地の活用な

どを推進します。

○空家対策

・「泉佐野市空家等対策計画」に基づき、空家等の適正管理と管理不全な空家や特定空

家等への対応、空家や跡地の有効活用などの促進に取り組み、良好な居住環境の保

全を図ります。 
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[市街地整備推進ゾーン] 

 [地区計画・市街地整備事業] 

[その他] 

図3-7 市街地整備方針図 
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[市街地整備推進ゾーン] 

 [地区計画・市街地整備事業] 

[その他] 

図3-7 市街地整備方針図 

泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）
東・西地区において、
⇒『流通・生産機能誘導ゾーン』を設定

新 旧
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・りんくう公園の北側の敷地において、官民連携によるスケートリンクを核とした、豊

かな緑と賑わいあふれる公園的空間のまちづくり事業を推進し、スポーツ振興ととも

に、賑わい・観光の拠点となる公園的施設を整備し、食や学び、遊びなどの新たなサ 

ービスを提供することで、りんくうタウンの魅力を高め、更なる活性化を図ります。

・りんくうタウン駅周辺においては、宿泊施設やＭＩＣＥ施設の誘致などにより､国際交

流都市機能の強化を図ります。 

２）都市施設の整備方針

・公共交通による関西国際空港へのアクセスの拠点として、パーク・アンド・ライド、

サイクル・アンド・ライドの普及に向けた駐車場・駐輪場の充実を図るとともに、外

国人観光客が帰国及び乗り継ぎ時の余剰時間を利用して近隣を周遊できるよう、コミ

ュニティサイクルの整備に向けて検討を行います。 

・臨海部と内陸部の一体性の向上を図るため、泉佐野土丸線の未整備区間の整備を推進

します。

・りんくうタウンについては、緑化重点地区の指定に向けた検討を行います。

３）景観形成の方針

・りんくうタウン内での施設整備にあたっては、海に浮かぶ空港島を臨む眺望を活かし

た整備を推進します。

・海（空港島）や空連道から見える、りんくうタウンや本市の全景を意識した空間演出

や水際線の演出を検討します。

・大規模建築物が立地する地区では、オープンスペースの確保やみどり豊かなうるおい

のある景観形成を促進します。

・りんくうタウンでは、都市景観形成重点地区による都市景観の形成を進めるとともに、

緑化の充実を図るため、緑化地域や緑化重点地区の指定を検討します。 

４）都市防災の方針

・緊急時における関西国際空港へのアクセス強化に向けた対策の実施について、国・府・

空港事業者に働きかけていきます。
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図4-13 まちづくりの方針図（沿岸ゾーン） 

【一般整備地区】 

周辺環境との調和を図りなが

ら、良好な生産環境を形成 

【一般整備地区】 

大阪府との連携による水

質保全・浄化や緑地の保

全、景観等に配慮した魅

力ある水辺環境の整備 

【一般整備地区】 

・大阪府の計画に基づいた治水対策

の推進 

・大阪府との連携による水質保全・

浄化や緑地の保全、景観等に配慮

した魅力ある水辺環境の整備 

【一般整備地区】 

公共下水道の計画的な整備 

【一般整備地区】 

・都市機能の集積と整備の促進に

よる、中心市街地の活性化 

・主要ターミナルにふさわしいま

ちなみ景観の創出 

【一般整備地区】 

地区計画等の活用による土地

利用の規制・誘導 

【一般整備地区】 

生活環境の保全と地場産業

等との調和を図りながら、

良好な住環境を形成 

【旧市街地地区】 

・まちなみや地域特性の保全に配慮

しつつ、防災機能、生活環境の向

上に向けた整備手法の検討 

・住民主体のまちづくり活動への支

援の充実 

・耐震化の推進 

・空家の利活用 

【一般整備地区】 

地域との合意形成を図りなが

ら、道路整備の早期実現 

【一般整備地区】 

駅前広場の整備による交通結

節点としての利便性の向上 

[都市計画道路] [土地利用] 

[都市計画公園・緑地] 

[その他] 
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等との調和を図りながら、
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【旧市街地地区】 
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しつつ、防災機能、生活環境の向

上に向けた整備手法の検討 

・住民主体のまちづくり活動への支
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駅前広場の整備による交通結

節点としての利便性の向上 
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図4-19 まちづくりの方針図（内陸ゾーン） 

【内陸市街地地域】 

大阪府との連携によ

る水質保全・浄化や緑

地の保全、景観等に配

慮した魅力ある水辺

環境の整備 

【農空間地域】 

集落地におけるま

ちの機能の保全に

よる、伝統文化の継

承とコミュニティ

の維持 

【内陸市街地地域】 

・大阪府の計画に基づいた

治水対策の推進 

・大阪府との連携による水

質保全・浄化や緑地の保

全、景観等に配慮した魅

力ある水辺環境の整備

【内陸市街地地域】 

公共下水道の計画的な整備 

【農空間地域】 

土地利用にあった公園区域の見直し 

【農空間地域】 

市街化調整区域での農地の

保全と良好な営農環境の維

持・形成 

【内陸市街地地域】 

・良好な住宅とみどり豊

かな住環境の保全 

・空家を活用した中古住

宅流通と世代更新の推

進 

【内陸市街地地域】 

地域拠点として都市機能の

誘導と良好な住環境の形成 

【農空間地域】 

ほ場整備の調査・検討 

【内陸市街地地域】 

泉州山手線の早期実現に向

けて、大阪府に働きかけ 

【農空間地域】 

日根荘での農村景観の保全 

【内陸市街地地域】 

生活環境の保全と地場

産業等との調和を図り

ながら、良好な住環境

を形成 

【内陸市街地地域】 

都市計画の見直し等による 

公共施設を核とした更なる 

魅力の向上 

【農空間地域】 

地区計画等の活用による 

土地利用の規制・誘導 

【内陸市街地地域】 

隣接する熊取町との連携に

よる市街地整備の推進と、

民間主導による区画整理事

業の早期施行 

[土地利用] [都市計画道路] 

[その他] 

[都市計画公園・緑地] 
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図4-19 まちづくりの方針図（内陸ゾーン） 
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[都市計画公園・緑地] 

国道26号線沿いにおける
商業・業務系の範囲の追加
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第４章　地域別構想
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（２）地域の課題

◆自然的、歴史的資源の保全と活用

・重要文化的景観「日根荘大木の農村景観」をはじめとする、本市の重要な歴史的資源

や、観光・レクリエーション施設を有する地区であり、国内外の観光客の取り込みに

向けて、歴史資源や自然資源の保全と観光振興の両立を図る必要があります。

・山地部は山林が分布し、地域の一部が金剛生駒紀泉国定公園に指定されていることか

ら、これらの自然環境を保全していく必要があります。

◆生活環境の維持

・全域が市街化調整区域であることから、既存のコミュニティの維持などを図る必要が

あります。

（３）地域の将来像

【丘陵地域】 

● みどりのレクリエーション機能の充実

本市のレクリエーション施設の一つである府営公園の泉佐野丘陵緑地が一部整備され

ており、人との出会い、感じ、触れることができる体験型の公園として、新しい公園づ

くりが進められています。都市に住む人々が気軽に人や自然とふれあえる、広域的なレ

クリエーション拠点として、機能の充実を推進します。

● 地域資源との有機的連携による循環型社会の形成に寄与する地域活性化

泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）の東地区及び西地区は、関西国際空港

や阪和自動車道に直結し、また、公園として開設済みの泉佐野丘陵緑地（中地区）や自

然林などの豊富な農林資源に囲まれています。この立地特性を活かした産業集積地の創

出及び新ごみ処理施設整備を核として、地域資源との有機的連携による循環型社会形成

に寄与する地域活性化を推進します。 

【山間地域】 

● 豊かな自然環境の維持・保全

本市の面積の約半分を占める山地ゾーンのほとんどが森林となっており、金剛生駒紀泉

国定公園や近郊緑地保全区域に指定されるなど、良好な自然環境を有しています。森林は、

気象緩和や土砂災害防止、生物多様性の保全など、様々な機能を有していることから、森

林の持つ多面的機能を発揮し続けられるよう、自然環境の維持・保全を図ります。 

自然と都市が調和した交流拠点の形成 

自然と歴史が調和した風情あるおもてなしの里の形成 
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気象緩和や土砂災害防止、生物多様性の保全など、様々な機能を有していることから、森

林の持つ多面的機能を発揮し続けられるよう、自然環境の維持・保全を図ります。 

● 歴史・自然的資源を活かした観光・レクリエーション機能の充実

大木地区は、「日根荘大木の農村景観」として重要文化的景観に指定されていることか

ら、本市の重要な文化遺産として、保護と活用を図ります。 

● 地域コミュニティの維持

集落地においては、人口減少及び高齢化が進行しており、集落の維持への影響が懸念

されています。地域の歴史・文化を維持・継承するためにも、集落や地域コミュニティ

の維持を図ります。 

自然と都市が調和した交流拠点の形成 

自然と歴史が調和した風情あるおもてなしの里の形成 

新 旧

第４章　地域別構想（山地ゾーン）
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● 歴史・自然的資源を活かした観光・レクリエーション機能の充実 

大木地区は、「日根荘大木の農村景観」として重要文化的景観に指定されていることか

ら、本市の重要な文化遺産として、保護と活用を図ります。 

● 地域コミュニティの維持 

集落地においては、人口減少及び高齢化が進行しており、集落の維持への影響が懸念

されています。地域の歴史・文化を維持・継承するためにも、集落や地域コミュニティ

の維持を図ります。 

（４）まちづくりの方針 

【丘陵地域】 

１）都市施設の整備方針 

・泉佐野丘陵緑地（中地区）については、公園として大阪府と連携し、地域の賑わいの

創出や、利用者の利便性の向上に向けて、民間活力の導入など整備手法の検討を行い

ます。 

・泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）の東地区（約 37ｈa）及び西地区（約

32ｈa）において、関西国際空港や阪和自動車道に直結する立地特性を活かし、地区計

画などの活用により、泉佐野丘陵緑地（中地区）をはじめとする周辺の良好な自然環

境や居住環境に配慮しつつ、流通・生産系の土地利用を推進します。 

・既存のごみ処理施設の老朽化が進んでいることから、泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コス

モポリス用地）の東地区の一部を候補地として、広域処理も含めた新ごみ処理施設整

備事業の検討を進めます。また、省エネルギー化や廃棄物エネルギーの利活用により、

脱炭素に貢献するとともに、環境教育・学習の場の提供などの新ごみ処理施設が有す

る多面的機能を活用し、持続可能な循環型社会の形成に寄与し、地域に貢献する施設

整備に取り組みます。 

・樫井川においては、「かわまちづくり計画」などに基づき、泉佐野丘陵緑地（中地区）

と連携しながら、サイクリングロードや散策路等の整備を推進し、魅力ある水辺空間

を創出します。 

 
【山間地域】 

１）土地利用・環境保全の方針 

・金剛生駒紀泉国定公園や近郊緑地保全区域においては、平成 31 年度から実施される森

林環境譲与税を活用し、地域の特性を活かしながら、天然林、里山等の良好な自然環

境の保全を図ります。 

・国定公園や近郊緑地保全区域での一体的なまとまりを持った森林においては、森林経

営計画に基づく、森林の適切な施業と森林保護を図ります。 

・集落地においては、今後もまちの機能を保全し、地域の伝統文化の継承やコミュニテ

ィの維持を図ります。 
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（４）まちづくりの方針 

【丘陵地域】 

１）都市施設の整備方針 

・泉佐野丘陵緑地の整備については、大阪府と連携し、地域の賑わいの創出や、公園利

用者の利便性の向上と区域の拡大に向けて、民間活力の導入など整備手法の検討を行

います。 

・既存のごみ処理施設の老朽化が進んでいることから、丘陵地域の一部を候補地として、

広域処理も含めた新ごみ処理施設整備事業の検討を進めます。 

・樫井川においては、「かわまちづくり計画」などに基づき、泉佐野丘陵緑地と連携しな

がら、サイクリングロードや散策路等の整備を推進し、魅力ある水辺空間を創出しま

す。 

 
【山間地域】 

１）土地利用・環境保全の方針 

・金剛生駒紀泉国定公園や近郊緑地保全区域においては、平成 31 年度から実施される森

林環境譲与税を活用し、地域の特性を活かしながら、天然林、里山等の良好な自然環

境の保全を図ります。 

・国定公園や近郊緑地保全区域での一体的なまとまりを持った森林においては、森林経

営計画に基づく、森林の適切な施業と森林保護を図ります。 

・集落地においては、今後もまちの機能を保全し、地域の伝統文化の継承やコミュニテ

ィの維持を図ります。 

 
２）都市施設の整備方針 

・犬鳴山温泉は、市内外の人々が交流し、リフレッシュできる観光・交流拠点としての

整備を行います。 

・稲倉青少年野外活動センターにおいては、民間活力の導入による管理・運営の継続を

図ります。 

・重要文化的景観に選定されている地区において、緑地保全地域の指定を検討します。 

・二級河川の樫井川については、大阪府との連携・協力を強化し、自然環境や生態系と

の調和を図り、水質保全・浄化や緑地保全に努めるとともに、親水機能や景観に配慮

した魅力ある水辺環境の整備を促進します。 

 
３）景観形成の方針 

・自然環境・歴史文化、それを受け継ぐ暮らしと生業が一体となって良好な文化的景観

を形成しているとして、重要文化的景観に選定された「日根荘大木の農村景観」を保

護・継承するとともに、活用方策を検討し、地域の活性化を図ります。 

・大木地区においては、集落とともに風景の構成要素である、ため池や水路、農地、神

社・仏閣等の地域資源の保全を図るとともに、「泉佐野市日根荘の里大木地区景観計画」

に基づく届出制度を活用し、文化的景観の一体的な保全を図ります。 

新 旧
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図4-25 まちづくりの方針図（山地ゾーン） 

【山間地域】 

重要文化的景観選定地区

の農村景観の保護と活用 

【丘陵地域】 

新ごみ処理施設整備事

業の検討 

【山間地域】 

集落地におけるまちの機能と保全

による、伝統文化の継承とコミュニ

ティの維持 

[都市計画公園・緑地] 

[土地利用] [都市計画道路] 

[その他] 

【山間地域】 

森林環境譲与税を活用した良好な

自然環境の保全 

【丘陵地域】 

大阪府と連携し、民間活力の

導入等の整備手法を検討 

【丘陵地域】 

地区計画等を活用し、周辺の自然環境や

居住環境に配慮しつつ、流通・生産系の

土地利用を推進 
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図4-25 まちづくりの方針図（山地ゾーン） 

【丘陵地域】 

大阪府と連携し、民間活力の

導入等の整備手法を検討 

【山間地域】 

重要文化的景観選定地区

の農村景観の保護と活用

【丘陵地域】 

新ごみ処理施設整備事

業の検討 

【山間地域】 

集落地におけるまちの機能と保全

による、伝統文化の継承とコミュニ

ティの維持 

[都市計画公園・緑地] 

[土地利用] [都市計画道路] 

[その他] 

【山間地域】 

森林環境譲与税を活用した良好な

自然環境の保全 

泉佐野丘陵地区（旧泉佐野コスモポリス用地）
東・西地区において、
⇒［土地利用］を『工業系』に変更
⇒流通・生産系の土地利用方針に変更
⇒『ごみ処理施設候補地』の位置を変更

新 旧




